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研究成果の概要 

 

本研究では瞬時アラーム機能搭載フレキシブルセンサシステムの開発を目指している。特に遠

隔見守りや遠隔診断などに向け、センサ開発に加え、それを用いた実証試験、取得されたバイタ

ルで異常と判断した場合に瞬時フィードバックするアルゴリズムの構築の開発を実施する。 

まず高精度多機能フレキシブルセンサシート実現へ向け、2022 年度は、引き続き発汗と SpO2

（経皮的動脈血酸素飽和度）を常時安定して計測できるセンサ開発を実施した。蒸汗センサとして

長期間安定計測を可能にするための材料及び構造の最適化を行った。その結果、市販のマスク

に本蒸汗（湿度）センサを搭載することで呼吸状態を常時計測できることを確認した。またそれを用

いて睡眠時における呼吸状態を連続計測することで睡眠時無呼吸予備軍の在宅での早期発見へ

の可能性を示唆することができた。SpO2 センサについては作製において多くの課題が出てきてお

り現在も開発途中である。蒸汗センサを含め、多くのセンサを集積化できるようになってきたため、

それを用いたバイタル計測を進めている。更に、本研究課題の重要なポイントである機械学習のア

ルゴリズム構築も順調に進んでいる。 

今後は、サンプル数を増やすことでバイタル変化の傾向を統計的に議論できるようにするととも

に、スマートフォン上で解析結果を瞬時に出力できるエッジシステムの開発及びバイタルデータプ

ラットフォームの構築へと発展させる。 
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